
隔離床栽培による高糖度トマトの品質特性

［要約］ 隔離床栽培による高糖度トマトは、慣行栽培トマトと比較して、アミノ酸の

一つであるプロリンを特異的に含有している。また、糖やビタミンＣ、カロテノイド、

アミノ酸の含有量が多い。
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［背景・ねらい］

近年、消費者ニーズの多様化と健康志向に伴い、嗜好性、栄養性、安全性、生体調節機

能等を兼ね備えた食品が求められている。

このような中、トマトでは、根域制限やかん水制限等でストレスを与えて栽培し、樹上

で完熟させた高糖度トマトの生産が増加しており、食味が優れているため、消費は拡大傾

向にあるが、糖度以外の内容成分についてはほとんど明らかにされていない。

そこで、今後高糖度トマトの消費拡大やブランド化を推進するため、隔離床栽培による

高糖度トマトの品質特性について明らかにする。

［成果の内容・特徴］

１．高糖度トマトは、旨味や甘味を呈するアミノ酸であるグルタミン酸やアスパラギン

酸の含有量が多い。また。プロリンを特異的に含有している（図１ 。）

２．高糖度トマトは慣行栽培トマトに比べ、果実重は半分程度であり、水分は ～ ％4 7

低く、 、酸度、ビタミンＣ含量は高い（表 。Brix 1）

３．高糖度トマトのリコピンとβ－カロテンの含有量は、慣行栽培トマトより高い（図

２ 。）

［成果の活用面・留意点］

１．近年、プロリンはコラーゲンの合成促進、リコピンは抗酸化性などの機能性が高い

といわれており、高糖度トマトの消費拡大やブランド化を推進する際の基礎資料とし

て活用できる。



［具体的データ］

表１ トマトの個体重量及び内容成分（平成 年）12

高糖度トマト 慣行栽培トマト
2/14 3/13 4/17 5/15 2/14 3/13 4/17 5/15収穫日

g 62.1 69.0 74.8 107.3 156.0 152.4 202.4 168.9果実重( )
% 89.1 88.2 56.2 88.4 94.3 94.0 93.2 93.5水分含有率( )

Brix 8.9 9.7 9.3 9.5 5.0 5.4 6.3 5.8
13.0 13.0 14.0 14.0 9.0 10.0 9.0 17.0酸度

C mg/100g 11.1 18.4 15.2 22.1 7.5 9.3 11.6 15.0ﾋﾞﾀﾐﾝ ( )

［その他］
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図２　トマトのカロテノイド含有量（平成１２年）
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注）　収穫後、１５℃で３日間貯蔵後に分析を行った。

図１　トマトの遊離アミノ酸含有量（平成12年）
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